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手紙の部で表彰する松村審査蚤員畳

I省士山に学んだこと富士山と共に生さること曾士山と地域を守ること
そして美しい富士山をいつまでも残していくた刷こj

詰

左

目

を

富

士

山

へ

歪
ア
マ
に
し
た
平
既
日
年
度
第
4
回
「
富
士
陵
君
斉
麗
良
真
君
.
杉
山
亙
沙
突
さ
ん
、
加

山
へ
の
手
紙
絵
コ
ン
ク
ル
」
白
褒
膨
式
芯
藤
泰
史
古
ん
の

g
人
に
松
村
泰
章
聾
員
隻
か
ら

ら
び
に
鶴
演
会
副
‘
昨
年
同
ば
月
吉
田
に
富
士
宮
表
彰
状
と
記
念
昂
が
哩
b
れ
‘
量
葺
賞
白
壁
貨

市
毘
文
化
会
暗
に
お
い
て
凋
催
さ

nま
し
た
.
者
も
表
彫
古
れ
ま
し
た
・
こ
の
う
ち
手
紙
面
門

手
紙
面
門
と
艦
部
門
で
幼
児
苛
b
高
極
一
般
の
・
置
秀
賞
4
点
が
餓
眠
芭
れ
‘
絵
部
門
の
鰻

ま
で
g
m即
門
に
分
け
て
募
集
さ
れ
、
手
紙
3
3
哩
秀
賞
5
点
は
ス
ラ
イ
ド
上
映
さ
れ
ま
し
た
.

8
2点
、
総
3
B
3
3
点
目
作
品
が
全
国
か
ら
入
賞
作
晶
は
伺
子
に
ま
と
め
日
れ
‘
カ
レ
ン
ダ

寄
せ
ら
れ
・
置
優
秀
賞
g
点
・
優
秀
賞
目
点
の
幅
押
し
給
忽
ど
で
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
.

佳
作
1
9
9点
郵
恒
馬
特
別
貧
1
点
が
遺
ぱ
衰
膨
式
の
後
は
、
ク
マ
古
ん
ζ
と
、
ゲ
ー
ジ
ツ

れ

ま

し

た

.

家

田

篠

原

勝

Z
さ
ん
が
配
念
慣
演
し
覆
士
山

表
彰
式
で
は
‘
写
車
部
門
町
一
鰻
量
秀
賞
の
陸
自
自
問
に
つ
い
て
甑
り
、
来
樋
者
を
魅
了
し
ま

野
太
紀
君
理
判
京
古
ん
、
市
川
瞳
子
さ
ん
‘
し
た
.

後
麗
願
さ
ん
、
給
部
門
田
細
田
園
子
さ
ん
、
清

審
査
費
員
長
松
村
宜
説
先
生
の
講
評

鎗

mm門

普
遜
白
書
士
山
に
デ
フ
才
ル
メ
し
た
り
、
ア
イ
デ
ア
そ

加
え
た
り
す
る
形
に
い
く
つ
か
輯
型
が
見
え
て
き
て
、

そ
町
類
型
か
ら
は
守
れ
た
一
見
祖
や
か
で
も
，
担
い
e

が
見
え
る
作
畠
が
盟
賞
作
に
遺
ば
れ
た
と
思
い
ま
す
.

鴛
過
に
見
え
て
普
通
で
忽
い
‘
富
士
山
を
ど
う
と
ら
え

る
の
か
と
い
う
、
た
だ
単
に
給
画
と
し
て
で
は
慈
い
迫

力
が
あ
る
作
晶
州
軍
ば
れ
ま
し
た
.
主
体
と
し
て
、
そ
る

そ
ろ
ユ
ニ
ー
ク
六
昂
わ
か
り
に
く
く
忽
つ
主
き
た
感
じ
で
、

富
士
山
田
総
を
措
く
と
い
う
方
法
が
深
ま
っ
て
脊
て
成

黙
し
て
持
た
と

ωつ
田
宗
で
し
た
.

手
紙
部
門

主
体
に
作
品
の
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
か
っ
た
と
思
い

ま
す
.
芯
か
で
も
還
ば
れ
た
作
品
は
ど
れ
も
す
己
く
文

章
が
う
ま
い
し
、
仕
上
が
り
も
よ
か
っ
た
・
一
つ
の
小
島
や

烏
を
腕
ん
で
い
る
よ
う
忽
感
じ
を
与
え
て
一
く
れ
る
も
の

で
し
た
・
情
景
を
感
性
と
し
て
切
り
取
っ
た
よ
う
忽
作

畠
や
、
い
ろ
い
る
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
込
め

5
れ
た
作
畠
が

目
立
ち
ま
す
・
富
士
山
に
対
す
る
普
通
由
貿
辞
と
か
.

寓
土
山
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
う
っ
た
と
か
、
富
士
山

に
感
倒
閣
し
て
い
る
と
か
い

っ
た
レ
ベ
ル
を
闘
え
た
作

品
が
今
国
聖
賞
し
た
と
思

い
ま
す
.

.盟国

国|

ク
マ
さ
ん
と
と

・ゲ
ジ
ツ
家
e

の

篠
原
勝
之
さ
ん
お
お
い
に
居
る

「鉄
そ
圃
材
と
し
た
オ
フ
ジ
工
作

家
」
と
し
て
知
己
れ
絵
画
‘
舞
台

芸
衝
小
島
忽
ど
脅
方
面
で
活
箪
し

て
い
る
，
ゲ
ジ
ツ
家
'
篠
原
勝
之

古
ん
が

「火
と
水
と
土
と
」
を
テ
ー

マ
に
鯛
演
し
ま
し
た
.
蹟
屈
さ
ん
+
0
・

海
外
白
亜
酷
怠
自
然
環
境
で
生
活
す

る
人
々
の
と
と
を
紹
介
し
、
「
富
士

山
田
大
R
崩
れ
忽
ど
自
問
は
決
し
て

や
さ
し
い
も
の
で
は
慈
い
し
.
人
聞

が
自
然
に
睡
し
く
と
い
う
寓
棄
は

も
っ
と
自
分
の
生
持
万
全
体
を
見
つ

め
直
し
て
考
え
る
べ
き
」
と
訴
え
ま

し
た
.
ま
た
、
琶
の
で
る
才
ブ
ジ
工

創
作
の
工
ピ
ソ
ド
を
空
え
「
物
を

耳
で
見
ょ
う
と
し
た
り
、
罷
苛
b
聞

こ
え
る
何
か
を
自
問
か
『
jb感
じ
取
す
っ

う
と
す
る
と
、
遭
っ
た
匂
の
が
学
べ

る
と
思
う
」
と
会
喝
の
聴
衆
や
入
賞

者
た
ち
に
黙
く

E
Dか
凹
ま
し
た
。



富
士
山
田
直
鯖
mw
防
事
禦
ほ
.
昭
和
制
年
に
大

沢
川
覇
状
地
で
の
工
・
に
酒
手
し
て
か
ら
‘
平
成

H
年
で
満
担
年
を
Er-え
ま
し
た
・

平
成
日
年
5
月
に
発
定
し
た
「
竃
士
山
直
腸
砂

防
団
周
年
配
意
'
業
費
肩
量
貝
A
E
{寓
+
高
防

工
・
・
萌
所
介
富
士
宮
市
、
富
士
市
.
草
川
町
、

静
岡
県
)
で
は
‘
昭
和
必
修
悼
の
富
士
mw
防
工
.
，

務
所
開
殴
か
5
担
周
年
を
迎
え
る
平
成
昭
年
に

ひ
肘
こ
れ
ま
で
の
事
援
の
成
果
を
ま
と
め
一

般
の
方
々
に
も
わ
か
町
民
V
す
壬
雷
え
暑
と
と
も
に
、

多
方
面
か
ら
軍
見
肝
画
を
い
た
だ
き
今
後
の
・

鍵
の
方
向
性
を
検
討
す
る
目
的
で
、
配
意
・
援
を

実
隠
し
て
い
ま
す
.

平
車
H
年
度
に
実
施
し
た
主
恕
行
・
を
紹
介
し

ま
す
.
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富
士
山
・
中
・
『
〈
る
コ
と
3
6
0
寵
』
安
値

1
19
"

・予S
A
ι

，
A
E
-
-士
山
@
自
懲
と
・
生
1
1

富
士
山
の
中
盟
五
合
目
付
近
を
ぐ
る

D
と
一
周
す
る
「
御
中
道
」

を
事
く
ユ
ニ
ヲ
芯
登
山
を
企
画
し
ま
し
た
.
全
閣
が
う
応
募
し

た
方
々
や
招
待
者
は
約
2
0
0
入
、
塾
長
に
畳
山
家
の
今
井
通
子

古
ん
を
招
き
‘
富
士
宮
山
岳
会
を
は
じ
め
.
環
境
庁
、
林
野
庁

静
岡
大
学
等
の
協
力
を
得
て
.
1治
2
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実

施
し
ま
し
た
.
「御
中
道
」
は
崩
壊
や
藩
石
が
恐
し
い
大
沢
川
で
昭

和
田
年
に
通
行
止
め
に
な
っ
て
か
う
、
一
周
で
晋
な
く
怠
っ
て
い

ま
し
た
が
、
源
頭
部
調
査
工
事
現
場
の
ル
ト
を
使
え
ば
一
時
的

忽
通
行
は
可
院
と
判
断
さ
れ
、
実
施
し
ま
し
た
.

途
中
で
は
森
林
教
室
.
砂
防
教
室
、
植
生
教
室
、
御
申
週
教
室

火
山
教
室
.
雪
崩
教
室
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
富
士
山
の
実
贈
在

学
び
自
然
在
体
践
す
る
と
と
も
に
.
告
渓
流
の
上
流
部
の
荒
廃
状

況
や
森
林
の
現
状
在
留
援
し
ま
し
た
.

覇頭部調査工事現場にて
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富
士
砂
防
工
.
.
 
務
所
-
障
に
「
あ
ま
つ
ば
め
」

が
開
館
し
ぎ
し
た
.
当
日
は
一
日
・
揖
所
畏
叩
山
村

レ
イ
コ
古
ん
〔
園
開
ラ
υ
lラ
イ
ダ
l
で
圃
士
宮
市

在
住
}
を
は
じ
め
、
関
係
者
が
出
席
じ
、
テ
l
ブ
カ

ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
.

富
十
串
申
書
事
揮
所
で
は
こ
れ
ま
で
‘
忠
士
山
‘

大
胃
腸
れ
砂
防
工
'
等
の
多
く
の
情
報
を
責
斜
、

出
腫
物
を
惨
じ
め
‘
ホ
ム
ベ

l
ジ
忽
ど
で
発
信
し

て
き
ま
し
た
が
‘
圏
内
外
側
げ
ら
多
猿
の
来
客
が
畠
る

こ
と
か
ら
土
右
流
監
鏡
カ
メ
ラ
由
現
地
映
像
や
ど

デ
才
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
パ
ネ
ル
、
贋
京
晶
、
に

よ
り
理
解
を
深
め
る
空
調
の
鑓
点
と
し
て
ホ

1
ル

を
開
世
し
ま
し
た
・

六
前
副
れ
と
・
申
量
見
学
舎

7
月
か

5
m
岡
田
各
月
1
固
「
富
士
山
大

R
倒

れ
と
御
申
道
見
学
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
.
今
年
度

除
却
周
年

E
主
と
し
て
線
穫
を
革
大
し
.
告
白
に

つ
き
団
名
目
鯵
加
者
を
泊
置
し
実
錨
し
ま
し
た
・

多
加
者
の
多
く
隊
大
沢
湖
れ
の
現
状
と
富
士
山
田
畳

伽
窓
自
然
を
肌
で
感

U
ま
し
た
.

こ
の
『
富
士
山
大
沢
刷
れ
と
御
空
通
見
準
金
」
除
.

富
士
山
由
自
然
の
・

0
古
と
砂
防
車
・
鎌
田
必
聖
位
を

田
・
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
.
平
成
先

年
度
制
V
S計
担
問
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
.
現
在
ま

で
の
耳
へ
参
加
者

世
以
1
0
0
0各

に
の
ぼ
り
ま
す
・

ま
た
殖
碕
先
日

わ
れ
る
現
治
家
内

で
は
.
由
同

M"の

多
方
面
の
有
践
者

を
は
U
め
‘
多
く

の
方
々
を
案
内
し

ま
し
た
.

奈

蘭
割
勉
ワ

i
Aヮ，
nlZ聞
橿

l
l応
次
恕
・

u-e*・
ー
ー

今
回
が
5
回
目
に
草
っ
た
ク
イ
Z
ウ

z
lク
を
大

R
扇
状
地
で
実
施
し
.
小
孝
生
か

5
-
般
の
多
加
者

ま
で
制
1
8
0人
出
.
砂
防
や
富
士
山
に
関
写
る
ク

イ

z'"を
砿
ぜ
b
a少
き
ま
し
た
.
ス
ー
パ
ー
埋
聞

に
作
b
れ
た
縮
尺
1
/
1
0
0
0
町
三
一
一
置
士
山
で

の
配
念
樋
彫
や
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち

上
げ
芯
ど
が
青
b
れ
、
多
加
者
同
陥
商
現
地
の
広
大
さ

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
.
ま
た
普
段
は
危
険
で
近
寄

れ
な
い
パ
ッ
ク
ホ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
の
荷
台
ボ
タ

ン
一
つ
で
E
・
b
調
れ
る
測
量
越
後
田
保
作
自
体
酸

も
し
ま
し
た
.

第

g
床
固
で
白
星
車
時
に
は
‘
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン

を
使
っ
た
土
古
流
町
幌
像
で
砂
防
・
*
に
つ
い
て

の
勉
強
も
ze
り‘

有
置
袋
怒
一
目
と
怒
り
ま
し
た
.

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
・

「削
れ
」

-F・阜の
穆
田
宜
会

ん
が
敏
・

h
た

圃
・
・
・
『
出
国
れ
』
を
・
・
に
白
大
罰
馴

れ
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
吸
置
の
援
作
を

古
い
ま
し
た
・
圃
れ
る
皿
町
田
由
迫
力

あ
る
験
像
を
と
ら
え

t
ハ
イ
ピ
ジ
ヨ

シ
怠
ら
で
肱
骨
鱒
明
白
‘
‘
・

t
・
N

H
Kア
ナ
ウ
ン
品
z
f個
々
隻
泰
子
さ

ん
申
圃
置
で
、
富
士
山
大
渓
圃
抗
由

実
・
a電
車
合
し
て
い
ま
す
ヲ
・

g
蝿
掻

建
白
か
た
E
陸
、
V
H
Sテ
』
ブ
E

収
岨
置
し
た
も
由
ee
貸
し
出
し
て
S
り

ま

v・
@ 

@ 

'
O
2
3・
を
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平成11年度富士砂防工事事務所の事緩慢要

1事業織委

第26号(4)

景気の本格的自復と新た芯発展基盤の確立を図るため 慣気浮揚効果が大苦い車業.豊かで活力ある21
世紀の経済社会の構築に資する事業在中心に‘寓土砂防工事事務所でl晶、地域経済の実情や地方公共団体の
要望等に即しつつ、投資効果の高い事業に重点をおく芯ど、効果的証執行に務めてきました.

2.総事業費
平成 11年度の富士砂防工事事務所所管事業費は.当初事業費に加え「補正予算(予備費)J、「地蟻戦略
プラン催進事業置IJ.r補正予算(2次)J、「災害復旧事業費」、「災曹関連事業費j と合わせて47億円と芯D
2年連続の大型予算となりました.

制 | 再官 I 7甥鵠頁
2745 680 255 

※当初事業費に陪調査費を含みます.(単位百万町

3事業内容
①土砂災害対策

。犬沢崩れ対策

均額F 事策費
針

4，542 

出轡復旧
司区築費等

192 

・下流域の人命、財産を守るため、大沢扇状地において除石工を行なうとともに、河道の安定と堆砂容量

確保のため、床固工樹林帯の盤備を実施しています.

・大宮司耳頭部では崩壊斜面対策として、「フジアザミ」や「ミヤマハンノキj等の植生調査や滝保護工等
の調査工事在実施しました.

。南西野渓対策

・寓士市須津川の第27ムが完成し、第1ダムと合わ
せて、下流市街地や国道‘新幹線等重要交通網を土石

流災曹か5守っています.また、ダムは周辺の環境に
あわせて巨石積で施工しました.

・溜野沢.大久保沢.足恒川の渓流保全工に着手し、土

石流や流木かう周辺及び下流蟻の安全を図るとともに

渓岸の樹木をいかした施政とし.上流の自然と市街地

を結13¥緑の回廊として役割を担っています.
・措の窪沈砂地工下流麗岸工を扇状地発生巨石を利用し

て施工しています.また弓沢川では土砂掃提と流木止

を兼ねた第4ダムが完成しました.

②地捜開発の支援と総合土砂管理対議

。大沢扇状地かう除石した土砂は公置盤備事業や道路事業.

。
宅地開発事業.11場畳髄事業.駐車場等の盛土等に活用し‘
地績の開発に寄与しています.
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官庁及び業者間の連携で
労働災害の防

「富士山大沢川

平成8年12月6目、長野県と新潟県の県境にある

蒲原沢で大規模な土石流災害が発生し社会問題と

なりました。

富士山大沢川等においても以前は同一渓流内で

建設省による砂紡工事と、林野庁による治山工事

が別々に進められてきましたが、複数の工事が相互に関連する工事現場において、発注者と

請負者及び請負業者同士が、安全施工に関して緊密な情報交換を行うと共に非常時における

臨機の措置を予め定め、協力して工事を安全かつ円滑に実施することを目的として「富士山

~大沢川等工事関係者連絡会議J が平成10年10月

23日に設立されています。

今年度も定期的に安全パトロールを実施する

とともに、 6月23日には安全対策の先進事例と L

て長野県姫川支川の「浦川下流床固工群工事に

おける土石流に対する安全対策について」講演

会を開催、 12月1日には富士労働基準監督署との

合同工事安全パトロールを実施するなど、労働

災害の防止に万全を期しています。

《トロール

ス
コ
リ
ア
侵
食
防
止
工
繊
断
固

一一 スコlli'侵食院JJ;;.エ8ピモ実施 一一
平成11年度の源頭部調査工事

平成 11年度の源頭部調査工事は、滝の保護を目的に、やわ

らかいスコリア層(火山灰などの噴出物)を守るため 「スコリ

ア侵貴防止工」を試験的に実施Lました。今後土石流などによ

って磨耗がどの程度かを監視していく予定です。この他に、ロ

ープネ ット工・洗掘穴埋込工。厚層基材吹付工などを行いました。

調査工事は昭和57年から実施され、過酷な条件にもかかわ

らず18年間無事故を保っています。

スコリア庸侵食



r・中道Jと，~富士山中腹5-8合目付近(様高230Qm-
2800m)を通じて山体を鴎固する避です.主に富士碕由偶
者が置地興ノ院としτ巡回してきたものです.富士岡田恒者
にとって「街中道巡り」除富士山鑑別以上の大行とされ、3回
以上国隻頂経S貧者で忽げれば.この巡舞鶴に踊み入れること
ほ野されませんでした.御申温¢唖雰il!除、吉田口登山遺6合
自由鍾ヶ窃(標高2386m)付近から右回り!こ.小御醤待社(現
在のスバルライン総点)まで也、行複十三星を週間1泊2日で
歩いていました.
御申遭巡りの中でも 大沢町包喝(週湿地点)は畳大田総所
とされ太況の副担慢のt進行するにつれて.湿織の位置も変彊し.

一般的に，.古い綱に「ーノ越J，rニノ鍾J‘「三ノ彪U'"存在し
たと考えられています.
江戸時代後瑚砂ら明治時代初期の大沢田担割・'"暢高
280QmO:トノ瞳を湿っていたと継測されます.田租17年

目配銀によれば.ーノ層付近由大沢左障にはf不勘ぎJと呼''''

れる高さ15m白巨石があり、この時点で不動轡ほ大況の断

硲から酌20m.量れた濁所にありましたが 9年後''''白羽28
年にl孟断.すれすれに立っている状績でした.そして.昭租
45勾司漕.崩掴降車大1こ伴って大況に転漉してしまいました.
刷寝の遊行するにしたがって‘盟渇も繍粛を下げ 2300m
付近目二ノ爾に移り、さらには一時は三ノ圏 (=ノ盛田バイ

パス簡として現者室町周歪工'現渇付涯を通過していたと恩
われる)も存在しました.

そして昭和47年に惣固にわたる土石流町需生により 鍍
通行簡の綱睡も掴艇にt&:1].IIB相60牢代に入ってからは転
落・訟が鎗生し、昭和52年に惨ついに録制・，~閉鎖され週行
止めに怒りました.昭和63年修正測貨の国土地理院
1 ノ25000地形図がらは大沢の鍵場経路，~剛R食されました.
しかし昨年平成11年砂間工・g務所が興纏する藷頭部
圃葦工・現喝のルートを使え''''一時的恕通行，.可能と判断
され富由lJII参両・「ぐるっと多こう360虚m唖施されました.

童手 代

江戸時代~明治初淘
明治20(，田7)年頃
昭和5(1930)年頃
昭和30~40年代
昭和45(1970)年頃
昭和47(1972)年
昭和田 {叩75)年頃
昭和57(1曲目 年
平成日 (19冊}年現在

越 沼田 状況

ーノ鍾(標高'，8凹 m付近}が通行可能であった.
ーノ組手術の大沢左厳選上を楊高2，300m付近まで直降し、ニノ魁を通行していた.
ーノ鍾ヘ至る手前から鍛々に高度を下げ‘ニノ鍾IllIali'，却Om付近)を温行していた.
エノ鍾{橿禽2，300m付近)を通行していた.
ーノ組付近の不劃岩が大沢へ捌箔.
土石涜で司区中道付近に刷亀高完全.
厄落事費量'"発生や中村糊次郎氏の闘削管理もなくなり、ニノ鍾の通行が園屋になった.
.般省による、大沢刷れ謙頭部に対する鵬査工・m鈴.
昭和国年代~大沢の越場の再興はない.

'ef『'
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平成12年3月15日

1QJ週二l主J=1丞l
。 .海岸事業との連指(扇状地堆積土砂を有効利用)で3年
連続の全建賞受賞

@ 富士山直轄砂防30周年記念式典・シンポジウム開催 (ハ
イビジョン映像「崩れ」の公開、青木玉さんの講演、

富士山ゆかりの方々から提言をいただく) (2ページ磐闇]

fi. 2年連続の大型補正予算、地域戦略プランも含め大規模
に事業執行 (4ページ参照]

@ 用地懸案事項解決するほトッウヤード用地取得、砂
沢砂防ダムの用地測量着手)

地権者の皆権、ご協力ありがとうございました

@ 富士山御中道「ぐるっと歩こう、360度」開催(塾長に今井
通子さんを招き、 22年ぶりに御中道を一周) (2べーシ告書照]

o. r火山防災講習会J関催 (伊藤和明氏の基調講演と池
谷建設省砂防部長や土静岡大学名誉教援によるパネル

ディスカッションで活火山としての富士山を認議)

~.大沢川遜頭部調査工事「滝保謹工」に着手 (18年間無事故) (5ページ餐照]
o. r富士山砂防ボランティア協会J発足
一位の方々からも入会の申込みをいただき、3月14日現在、40名の組縁になりました.
0.土砂災害防止月間で「一日事務所長」に山村レイコさんを招曹、 rSABOコミュニテ
ィーホールあまつばめ」をオーブン (3ページ参照〕

@ 巨石利用した「須津第1砂防ダム」完成 〔関連4ページ]

一次点一一
「富士山大沢崩れと街中道見学会」

平成元年の第1自室施から参加者通算1.000名を突園

ロ
晶
d

代
穆
加
数

富士山者主主字でみると。
富士山崎D咽高1<1.正確にいうと3.775.6m ζれを四裕五入
レて3.776m.そこで富士山をいろいろな角度か5誼字で見て
みよう.
ま曹司Eさ.山置は最大44km 商1口芯38km白梅円躍をして
いる.モ田周囲{広明153kmに獲し、E蒲以前1.200brlもある.
山頂町周囲lct:3km、体積(率的1.40口酬に芯る.このう吉淘按
1.OOOmまでが的1.2口口同で全体泊8口%V.l上を占めている.
富士札同監さ1<1.陸出、どのように測った白唱わからなし1町、
およそ1.000億tと縫宣されている.

一審外一一
第49回白糸駅伝に6年ぶりの参加.

155チーム中122位と健闘.
速報!! 
築、第5C自(平成12~手E月 13日 1 169チーム出喝)は2チ ム参加
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